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３．被災地の地形・地質の特徴 

（１）佐波川流域の地形発達史 

山口市周辺には北東－南西走向の断層が発達し、その一部の断層は活断層（大原湖断層）

として現在も活動していることが指摘されている（中田・今泉編、2002、金折 2003 など）。

今回の集中豪雨によって著しい被害を被った防府市周辺においても、大原湖断層に並行し

て走る北東－南西走向の左横ずれ断層（図１）の存在が指摘されている（山口地学会、1995）。  

ところで、中田・今泉編（2002）によれば、大原湖断層は右横ずれ断層であることが指

摘されている。中国地方では鮮新世前期までは南北圧縮応力場が作用していたが、その後

のプレートの動きの変化によって東西圧縮応力場に転換したことが知られており（伊藤・

荒戸，1999）、この現象は鮮新世前期以降の応力場の転換によって断層のずれの方向が変わ

ったことを示唆している（金折、2003）。 

したがって、今回の集中豪雨にて数多くの斜面災害が発生した佐波川流域の地形発達史

を概略すると以下のようになる。 

①鮮新世前期以前・・・南北圧縮応力場のもとで左横ずれを伴う断層運動が活発に繰り返さ

れる。断層運動に伴って破砕された物質（主として風化した花崗岩）が浸食され運ばれるこ

とによって、現在の佐波川と佐波川沿いの谷の原型ができる。 

②鮮新世前期以降・・・プレートの動きの変化によって東西圧縮応力場に転換し、佐波川流

域の断層の活断層としての動きはなくなる。ただし、佐波川に沿う北東―南西走向の谷地形

は残存するため、佐波川に向かっての花崗岩斜面(北西傾斜、南東傾斜)の高角化は進行する。 

③現在・・・②の花崗岩斜面の高角化はさらに進行し、今回の災害のように一定の水準を越

える降雨が発生した場合などには、花崗岩斜面上に堆積している岩塊（主としてマサ状の風

化花崗岩）が押し流され、斜面災害が発生する。 
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図 3.1 山口市～防府市周辺の地形図 

水野ほか（2003）に加筆。破線内の断層は佐波川流域を走る地質断層。 
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（２）佐波川流域の地質 

 今回の土石流の被災地は、防府市北側の標高 300～400m 程度の山地であり、佐波川の両

岸とその支流の剣川の両岸の地域にあたる。主な地質は、図-3.2 に示したとおり、深層まで

マサ状に風化した花崗岩であり、一般的にも豪雨に弱い岩質である。また、風化の残留核

が玉石状に斜面や尾根に分布し、トアといわれる景観を呈している。これらの玉石状の岩

塊が土石流内にとりこまれ、土砂災害を大きくした可能性は高い。この花崗岩内には、ア

プライト・ヒン岩・ペグマタイトの岩脈が認められる。これらの岩脈は風化に強いため、

渓床などに堅岩として露出することが多い。山地の尾根付近には、一部三郡変成岩がルー

プペンダント状に分布し、土石流の礫中にもこれらの岩石が混入している。 

 図-3.3 には、被災地を中心とした地域のリニアメントと扇状地そして今回の土石流面を記

載した。リニアメントは一般に地質的な弱線を示すことが多く、ここでも図-3.2 に示された

佐波川沿いの断層などを示すものと考えられる。ちなみにこの佐波川沿いの断層は地質図

から解釈すると左横ずれ西側上りのセンスをもっている。佐波川や剣川のような主流路は、

これらのリニアメント沿いに流れている。花崗岩には一般的に節理が発達しており、小渓

流の流路はこれらの節理方向に沿っていることが多い。 

 さて、これらのリニアメント沿いに扇状地が広く分布している。これは、花崗岩はマサ

化し侵食に弱いだけでなく、これらの断層が花崗岩の劣化をより促進している可能性が高

く、よく多くの土砂を渓流沿いに流出しているものと考える。 

 特にこの扇状地面は、新旧の堆積面をもっており、中には古い土石流堆も認められる。

また、扇状地内のガリには古い土石流堆積物が何層も認められることから、古い時代から

何回も土石流が発生し、その流路を変えながらこの扇状地を作ってきたことをうかがわせ

る。 

 今回発生した土石流もこれらの扇状地に沿って、あるいは折り重なるように流下してお

り、本地域の扇状地が土砂災害を受けやすいことを示したことになる。さらに、今回発生

した土石流は、その発生地点が谷頭の 0 次谷の表層崩壊をきっかけにしたものが多く、渓

床の不安定な土砂がそれに押し出されるように流下したもので、予想を超えるような規模

の土石流ではなく、本地域で通常起こり得る範囲での規模といえる。
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図-3.2 調査地の地質図 

図-3.3 リニアメントと扇状地そして今回の土石流面 




